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まえカゴき
本学の図書館において「関西大学図書館自己点検・評価委員会規程」が制定施行されて、その活動を開始し
てから、本年度は4年目にあたります。委員会発足当初から、大学の自己点検・評価委員会の活動と同様に、
2年に1度報告することにしておりますので、今回は2回目の報告となります｡
委員会の規程の定めにしたがって、平成10年3月19日開催の平成9年度第6回図書委員会に報告するととも
に、本誌「図耆館フォーラム」に収録いたしました。本学の教職員はむろん、学外の図書館等機関に公表して、
大方のご意見、ご教示をいただきながら、本学の図書館の改善と充実に向けて、いっそう努力を重ねてゆく所
存であります。関係各位のご支援とご協力を伏してお願い申しあげます。
今回は、 3年間の活動経緯をふまえて、図書館の「利用・サービス」に焦点をあわせた点検と評価を行うこ
とを基本としてまいりました。 この「利用・サービス」については、図書館の利用者の要望に即して考察しな
ければならないのは当然のことであります。私立大学図耆館協会の「新・私立大学図書館改善要項」 とそれに
もとづいた「自己点検・評価手法ガイドライン」 （案）が示されてはお')ますが、本報告を公にするにあたり、
われわれの点検作業と評価活動そのものに関しても、新たな改善と工夫を怠ってはならないと痛感しておりま
す。
そこで、かたちにとらわれないで、智恵をしぼってみるのも大切と考えて、当委員会の活動とは別に、図書
館で職務にいそしむ人びとによる「座談会」を企画実現し、本誌に掲載いたしました。あわせてご高覧くださ
ると幸甚に存じます。
平成10年3月19H
関西大学図書館自己点検・評価委員会
委員長山野博史
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2 サービスを充実させるためにいくことであり、 「変革」 とは、図書館を取り巻く
環境変化と種々の要望に対応できる電子媒体の大幅
な導入と、各種ネットワークを通じたデータベース
の利用等を促進し変革していくことである。
大学図書館の多くが学部図書館または学部図書室
を研究図書館として機能させる分散型を採っている
なかで、関四大学の図書館は大正3年に独立した図
書館力ざ創設されて以来、全学の図書資料を集1Jする
型で推移してきた。
この方式は多くの資料が一カ所で利用できる、資
料の重複を避けることができる、大型コレクション
の購入ができる、などの利点力ざあるとして総合図書
館にも継承されている。①人文科学、社会科学、 口
然科学の全学系の研究図書館機能と学習図書館機能
を兼備した総合図耆館とする。②全学の総合目録を
備え、 レファレンス・ルーム、雑誌室、そして電算
機による‘|吉報を合わせて、文献情報のセンターを構
成し、 レファレンス・カウンター力苛中心となってサ
ービスを行う。③図書資料の収集・利用・保存等に
関する学内学外協力の中心となる。④中央図書館と
しての機能をも果たす。 これらを基本において、図
書館サービスの対応が求められたのである。
当委員会が設定した点検項目と私大図協の点検指
針からすると、 「利用者サービス」については以下
の6つの側面から見る必要がある。
(2) 図書館のゆくえ
全学をあげての新図書館建設に対する熱望と期待
を支えとして設定された理念は風化させてはならず、
それらを現実的な目標指針としていかすべく、 じゅ
うぶんなサービスを行っていかなければならない。
この基本理念と基本方針は、図詳館向らの現状の
点検・評価を重ねることにより、図書館の構成員や
利用者に共通のものとして認識されていくはずであ
る。
しかし、いつ、 どこで基本方針が確認され、 それ
に基づく活動の展開をどのような機会に説明してき
たのかは、やや不明確ではないだろうか。種々の議
論や予算の調整過程などで定まってきたに違いない。
けれども、それを確定し、広報する原則が明瞭でな
ければ、共通のものにならないのである。それは、
図書館の行方が定かでないのと等しく、成熟への方
途を模索しなければならない。
(3) 理念の実現に向けて
崇高な理念をいかにして日々の図書館サービスの
向上に結びつけていくか。そのためには、定期的に
図書館評価アンケートを実施するなどして利用者か
らの図書館施策に対する評価を得、利用者の要望を
把握する必要がある。そのうえで、利用者の要望に
合致させるべく、図書館の将来像を具体化させると
ともに、図書館の電算化・電子化構想とそれに基づ
く中期計画のように、 3～5年の川1期の実施計画を
早急に策定すべきである。
これについては、平成8年度の報告書にも、 「改
善の努力を実り多いものにするためには、やはり図
書館そのもののあり方を改めて問い直す必要力fあろ
う。図書館の行方が定まらないままに個々の業務の
あり方を点検しても、いつかは行き詰まると思われ
るからである」 「……機能しているかをチェックす
る白己点検、 日己評価はへたをすると単なる反省で
終わるか、 向己批判になりかねない。本当は当事者
ではない第3者による点検評価が不nI欠と思うカゴ、
この点はどうなっているのだろう」 とあり、 当時の
委員が指摘している点でもある。
(1) 図書館の情報サービス
私大図協の新要項によれば、 レファレンス・サー
ビスを中心として活動するもので、図書館において
主として直接所管する課は、その名のとお'）レファ
レンス・サービス課である。平成8年度に、利用者
のサービスに焦点を合わせ「レファレンス部門の強
化」 「学術資料の組織化」 「電子部門の強化」を主眼
に事務組織の改編が行われ、旧閲覧参考課の参考業
務分掌を分離し、学術雑誌やCD-ROM等の業務
を分掌していた|日逐次刊行物課とを合併して組織さ
れた課である。
このサービスは本来、図書館における情報とのコ
ンタクトである。 レファレンス情報源に関して、求
めに応じてその‘|青報源の所在について調査・提供を
行い、 また情報源自身の案内や探索の技法を伝え、
その利用を促進することにあり、いわば利用肴と図
書文献情報との橋渡し役であるといえる。その活動
を要約しておく。①目録類の使用方法の説明をはじ
めとして、索引・抄録等二次資料やレファレンス・
ブックの利用方法を案内指導することによる文献情
報の調査にかかわる援助。②求めに応じての文献情
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利用力ざ頻繁になるに従い、個人への課金負担ｶぎ多く
なっている。このため、平成9年度から、情報検索
に要した費用の半額を補助する制度を開始し、評価
をうけている。
また、図書館の事務やサービス業務に、 インター
ネットを積極的に活用しなければならないと考えて
いる。例えば、FirstSearchやUnCover等、外部デ
ータベースから学術雑誌のコンテンツ・サービス、
ドキュメント ・デリバリー・サービスなどを早期に
展開するべきであろう。
第二に、 このように環境は整っていっても、 「情
報とのコンタクト」 としてのサービス機能は果たし
てじゅうぶん機能しているか。平成8年度の図書館
組織機構の改編趣旨、すなわち、①研究図書館機能
充実としてのレファレンス部門の強化、②利用者の
要望に対応する学術資料の組織化、③これらを総合
的に支援する情報処理部門の充実強化を指向するこ
とを一度考察してみよう。
まず、利用者にとってレファレンス・サービスが
どのようなサービスであるか、図書館における重要
な活動であることが明確に理解されているかが問題
であろう。図書館では年間計画に基づき、定期的ま
たは随時に図書館ツアー、端末機説明会（オンライ
ン目録のKULガイダンス)、 CD-ROM検索説
明会、個人単位・ゼミ単位のガイダンス、入庫指導
などを行い、 また、そのための『図書館利用案内』
『ガイドブック文献のさがし方から入手まで｣、 27
種の個別ガイド用パンフレット 『HOWTOシリ
ーズ』、 さらには9種類のビデオテープ・を作成して、
案内と指導に努めている。利用者の認識をよりいっ
そう深めるためには、広報活動の展開によって図書
館の姿勢を明らかにしていくことも不可欠である。
上記のガイダンスや指導により、利用者自身力ず図
書資料や文献資料を探せる度合いｶざ大きくなってい
る。 しかし、 クイック・レファレンスの件数は相当
あるものの、書面で依頼して記録に残っている範囲
な力ざら、高度の事項調査の件数が少ないように思わ
れる。高度の事項調査を必要としないのか、必要と
する力罫依頼をしないのか。後者の場合が問題で、 も
しそうであればその理由を把握しなければならない◎
その際、図書館に対する利用者側からの評価システ
ムを必要とするであろう。
第三に、 これら二つの問題点を踏まえ、 「情報と
のコンタクト」をもってレファレンス・サービスを
活発に展開していくためには、スタッフの力量向上
報の調査、文献の所在調査。③学外図書館等への利
用に関する照会と紹介状の発行や複写依頼および図
書資料の借受け、学外からの照会や依頼の処理を業
務とする相互利用協力。④①の範囑にはいるが、
オンライン情報検索(IR)システムやCD-RO
M検索システムの利用指導と啓発。⑤これらを展開
するためのガイドブックやツールの作成など力訂あげ
られる。
さきに当委員会が中間報告した「現状と検討状
況」を踏まえてさらに点検してみると、次の3点に
ついて特記しておかなければならない。
第一に、環境整備についてはどうか。図書館の1
階フロア全体をレファレンス室と称している。その
うちメイン・カウンターとその周辺業務を除き、文
献調査や相互利用のサービスを主として、索引誌、
抄録誌などの二次資料、参考図書、国内外の新着学
術雑誌、および新聞等の整備と利用サービス、オン
ライン情報検索(IR)やCD-ROM検索サービ
ス、マイクロ複写サービス、ならびにこれらの利用
指導をも、 レファレンス・カウンターを中心に展開
している。特にレファレンス関係の図耆資料整備は
十全に行っており、 EU資料センターに指定されて
いることから、関係図書資料の整理と利用サービス
に万全を期している。
近年、文献情報の環境は電子情報の進展に伴い、
利用者の要望に即応してCD-ROM検索について
は平成7年までのスタンドアローン対応から、 クラ
イアント／サーバ方式を導入したネットワーク対応
に改変して、館内および学内LANに接続している。
高槻図書室や学部資料室からの検索利用の拡大も図
られた･ 2階の学習エリアにもLAN上にクライア
ント端末を増設して、夜間や日曜開館時にも開放し
たことにより、第2部学生の利用促進にもつながっ
ている。現在34種のCD-ROM力欝受入れられてい
る。 CD-ROMを中心とする電子ブックや電子ジ
ャーナルの出版も増えていく傾向にあり、今後さら
に紙ベースの図書資料を電子メディアへ置き換える
とともに、費用のことを勘案しながらではある力罫、
可能な限りネットワーク型のCD-ROMの購入力罫
望まれる。現在運用しているサーバはクライアント
端末側に仕組みを要する閉鎖型であるため、学内L
AN上のいずれのパソコンからも検索できる公開型
のサーバの設置が望まれている。
一方、オンライン情報検索(IR)は、専門図書
館時代の昭和58年からサービスを開始しているが、
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同事務連絡会議は、今日まで通算64M開催し、継
続されている。学内図書資料所蔵機関間の連絡を緊
密にし、①相互利用を図り利用者が必要とする資料
を提供すること。図書館に所蔵していない図書資料
で、本学の学部学生または学外からの求めに応じ、
図書館ｶぎ窓'1になって研究所や資料室のものを借I）
受けて提供するのである。②高額図書の機関間の重
複を避けることを諮り、社史・日|体史や政府・地方
印合体刊行物の収集・分扣保存も促進してきた。③
図書館が!|'心となって、図書資料の目録情報を構築
し、昭和58年から続けている雑誌等全学逐次刊行物
且録に加え、剛書についても図諜館が開発して関係
所蔵機関のパソコンによって運用する「学内所蔵機
関用図書符理システム」を用い、全学総合I｣録（ユ
ニオンカタログ）化すなわち関大OPACの実現を
めざしている。
学外とのIXI課資料の分担保存・利用については、
|昭禾Ⅱ43年に締結した「大阪地区大学図書館における
新聞の分拙保存に関する協定」が鹸初だろう。 これ
は、大阪大学、大阪外|到語大学、大阪府立大学、大
阪市立大学、関西大学、大阪経済大学の図書館が、
国内外の］ﾐ要日刊紙を分扣して原紙を収集保存し、
ﾎ||互利用に協力するものである。同49年には「阪神
地区相互利用に関する協定」が発効、同53年にその
『分担保存実施要領』 （平成3年、 「阪神地区相互利
用協定『雑誌分担保存に関する取扱内規｣」に改廃
されている）が施行された。私大図協傘下の阪神地
区協議会加盟大学図苦館間の相Ⅲ協力である。
関西大学、立命館大学、同志社大学、関1面学院大
学の図書館長が協力して、昭和56年に「関西四大学
図誉館長会議規約」を締結、同年「関西匹|大学図害
館相亙利用協定」を結び、 それ以来、閲覧、複写、
貸出について、教育職員、大学院学生、学部学生の
利用に便宜を図り、同会議のもとで開催される図書
館連絡会や研究会・研修会でさらによい方161を探ろ
うとしている。
このように、地域色のある図書館間の相且利用に
よるサービスは密接な協議を口1.能とし、 白館の利用
者にとっても極めて有益である。一方、全|通|レベル、
国際レベルではどうか。 こちらも図書館活動の要で
ある。利用名.にとっては、探索する図香資料等、文
献が遠方にあればあるほど、入手.することを切望す
るものだからである。 これについては、昭1154年設
立の剛公私､>大学図筈館協力委貝会のもとで、大学
の設置形態の違いをこえて、互いに協力して学術情
内にかぎるが、利用者自らが直接検索利用すること
を認めるオンライン情報サービスがHJI現している。
条件や若干の制約があるものの、 15,000タイトルを
超える学術雑誌の最新情報を検索でき、 そのうえ
ドキュメント ・デリバリー・サービスカ：受けられる
FirstSearch、約17,000タイトルの雑誌記事力:検索
できるUnCover、 14,000タイトルを超える学術雑
誌のコンテンッ、アブストラクトやフルテキストカ罰
入手できるSwetsScanなどである。早期にこのサー
ビス展開を図')、利用者の声を積極的に聞き、常に
利用者の一歩先を進む姿勢でのぞむべきである。指
針④でいうCD-ROMなど新しいメディアへの置
き換えも同様である。
本学図書館の図書資料には、蔵書管理および貸ff!
閲覧管理のために、 OCRラベルを貼付しているが、
貼付開始の昭和59年当時の趨勢とは一変して今日は
バーコードラベルが世界の主流をなしている。本学
でもすみやかにバーコードラベルに貼りかえて、⑤
に示す指針のように貸出の自動化システムを導入す
ることカダ求められるだろう。
このように、図筈館利用者の教育研究を支えるた
めには、 コンピュータによるサービスがいっそう重
要になってくる。そのためには、大学財政にかぎり
があるにせよ、 OPAC用パソコン設置目標の50台、
インターネット情報検索を可能とする近い将来を兄
すえた環境整備、開放型のCD-ROMサーバの機
器拡張等、利用者の要望を大学・法人に知らせて、
その実現を要請し、学習支援と研究支援がじゅうぶ
んに機能するよう、努力しなければならない。
(4) 図書館間相互利用サービス
図書館は、全学の総合目録を備え、 ｜叉|書資料の収
集、利用、保存等に関する学外学内協力の中心とな
ることも、昭和56年以来、基本理念の一部であった。
その56年には、学長の命を受けた大学事務局長が、
図書資料に関係する全学の機関一図苦館、研究所、
学部資料室、視聴覚教室など－を招集して、第l lnl
の「学内図書資料に関する事務連絡会議」を開催し
た。 これは、前年の文部省視学委員視察に際する改
善通知において、 「図書館、研究所、研究室、資料
室における専門教育科uに関する側耆及び学術雑誌
については統一的な管理連用することが望ましい」
との指摘があり、学部長会議で「図耆資料に関する
全学的取り扱い方について」が了承されたことに基
づくものであった。
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報の流通促進を図るため協議ｶゴ重ねられてきた。文
献複写に関する協定に基づく相互利用、図耆の貸出、
所蔵調査、紹介状発行等、利用者サービス力苛全国規
模で展開されており、海外機関との文献複写に関す
る相互利用も増加傾向にある。最近では、従来の郵
便やファクシミリに加えて、文部省学術情報センタ
ーのNACSIS-ILLシステムを利用した電子的な申
込方法によるサービスも活発に行われている。
本学の状況を、統計資料で近年6年間の推移でみ
ると、それ以前に比して、紹介状による閲覧、図書
の借用、文献複写とも他大学へ依頼する件数が提供
する件数を上回って、 6年間の前半3年間力:5～
6％であったのが、あとの3年間は18～23％と急増
している。蔵書量を誇る本学であっても、本学にな
い文献資料を全国規模、国際規模で求めようと需要
が増えているのである。 これはネットワークの環境
整備を常に図っていくことの重要性を示唆している
だろう。
付言するならば、上記国公私立の協定にある「紹
介状の発行」なしで、関西四大学の協定のように、
大学構成員力罫他の大学図耆館を日出に行き来して利
用できないか、 との意見がある。大学図書館の一般
市民への開放という今日的な問題とも関係するので、
今後の大きな課題のひとつといえるだろう。
導の実をあげている。なぜなら近時、新入生は、そ
れまでの学校生活で図耆館を利用することが少なく
なっているのか、図書館そのものを知らない状況に
あるので、初歩からの案内が必要となるのである。
大学院学生には、入庫の方法やレファレンスサー
ビスを中心として41]に実施し、学外からの進学者
には特別に図書館の仕組みを案内している。留学生
には、認学生科目である日本語担当の教育職員と協
議のうえ、具体的な内容、方法を用いて実施し、英
文のハウツー・パンフレットを用意している。
第2段階は、 1回30分、主としてオンライン目録
の使い方の指導である。 4月から12月まで、夏期休
業中を除いて実施しており、特に4月は集Il1して1
日4回実施し、効果をあげている。他の月は、毎週
水曜H、 l ll2回ながら、継続しているので、利用
者の評判はよい。KULガイダンスとして親しまれ
ている。その際、希望に応じてカード目録や冊子目
録の使い方指導にも及んでいる。平成8年度からは、
「CD-ROM検索ガイダンス」 も別途実施しており、
電子メディアが辨及していくなかで、 この方面での
図書館利用者教育はいっそう肝要となるだろう。
学部学牝は上位年次に進むに従い、主題文献探索
法が重要になる。第3段階としては、約1時|剛のコ
ースで、文献の探し方や二次資料の利用方法、文献
入手の仕方などを具体的に指導するもので、予約制
で実施している。 また、担当教員と連携して行うこ
とも多くなり、講義時間を割愛し授業の一環で行わ
れる図書館利用実習は担当の教員と学生の双方から
評価をうけている。図書館では、そのためのテキス
トとして『ガイドブック文献のざがし方から入手
まで」 （全116ページ）や9種類のビデオテープ。を
制作して、 この利用指導の効果を高めている。他に、
26種の個別ガイド用パンフレット 『HOWTOシリ
ーズ』を作成し、利用者自らカゴ図書館利用法を会得
できるよう尽力していることも付言しておきたい。
第4の段階は、上位年次学生の入庫指導である。
教育職員や大学院学生と同様に入庫資格をえるため
のものであり、現行30分の指導では行き届くか、心
配な面もなくはない。
(5) 図詳館の利用者教育サービス
すでに(1)で略述したように、図書館では年間を通
じて種々のガイダンスを実施している。毎年度、図
書委貝会において年間計画を示し、図書委員をはじ
めゼミ担当教育職員や各授業科H担当の教育職員の
協力を仰ぎながら、新入生から上位年次学生まで、
それぞれのレベルに応じて、主として次のような図
書館利用指導を行っている。
第1段階としての新入生オリエンテーション。大
学生活において図書館がいかに重要であるか。その
関心を呼び起こそうとするもので、大学入学時の指
導週間中の時間割により、各学部の教室で実施する。
学部選出図書委員による教育職員講話「学習と図書
館｣、図書館職員による図書館利用の説明、図書館
制作のビデオ『これだけは知っておこう .／ 図書館
の上手な利用法」の上映により、図書館に親しむ習
慣を身につけさせようとする。
この指導週間に引き続き、 5HH51 II4回程度、
1M約1時間の「図書館ツアー」を実施し、館内案
内と実際の利用の仕方をガイドすることにより、指
(6) 図書館の広報活動と図書館の開放
上記(5)の利用肴教育サービスも、広い意味で広報
活動の一環としてとらえること力ざできるだろう。 し
かし、 lの「図苦館のサービスの基本とは」のとこ
ろで指摘したように、利用者において、図書館サー
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(2) 図書館の人的体制
最後に、上述の図耆館の事務組織と人的体制につ
いてふれておきたい。
繰り返しになるが、平成8年度に、利用者サービ
スの充実を主眼において、 レファレンスや閲覧サー
ビス部門の強化、 これを支える学術資料の組織化と
電子部門の強化を推進するために、旧来の事務組織
（運営課、閲覧参考課、収集整理課、ならびに逐次
刊行物課）が図書情報管理課、閲覧サービス課、 レ
ファレンス・サービス課、ならびに学術資料課に改
編された。
これらが当初の思惑どおりに機能しているか。本
学の目標管理制度に即して各所管課において厳しく
精査するとともに、図書館全体として、 いま何が可
能で、何が可能でないのか。そのうえで、図書館の
歩むべき方向や克服課題が考察されなければならな
い。現在、諮問を受けた館内の委員会で点検を急い
でおり、いずれ答申がなされるだろう。
人的体制は組織機構と表裏をなすが、新事務組織
力ざ図書館サービスの向上を達成するためには、人的
体制が最大の要素である。大学基準協会が指針を示
しているように、専門的業務を担当する職員を相当
数確保し、従前の司耆職員はむろん、サーチャー等
文献情報処理をもこなしうる図書館職員としての力
量向上と人材確保が必須である。図書館の施策上の
責任も大きいが、図書館サービスの現状と将来力罫よ
り深く理解されるよう、大学と法人の人事施策にも
多大の配慮を訴えていかなければならないだろう。
これらの件については、前回の平成7年度の報告
書においてすでに指摘しているが、あらためて強調
しておきたい。
なお、末尾になったが、近時、図書館が種々利用
者サービスに尽ﾉjしているにもかかわらず、図書館
において本来あってはならないようなことがないで
はなく、残念といわざるをえない。
図書館として改めるべきは改めるのは当然である
が、今後共、大学全体の智恵を結集しうるよう、努
力を重ねていきたい。
画を確立すべきときに、図書館力罫向かうべき方向が
議論され、確定されることを主たる任務とするよう
な委員会のあり方力罫望まれているのではないか。そ
うして、構想や計画の立案任務、ならびに執行権は、
行政としての図書館がその遂行にあたり、その責任
と権限の所在は図書館長に委ねられるのが望ましい
ということではないか。
例えば、中間報告で「図書委員会での基本的収書
方針の検討を受けて、……」 とあるが、いまその認
識があるか。議論をへて、あるべき姿の模索が急務
である。
第2は、図書委員会の規程もそうであるカゴ、図書
館のサービス展開を支えるための運営上の諸規程の
問題がある。図書館の活動には、現在、図書館利用
規程、図書館利用に関する取り扱い要領、図書館図
書管理規程、図書館長の任命及び任期に関する規程、
そして図書館白己点検・評価委員会規程があるが、
図書館の規程類は組織的ではない。体系的になって
おらず、図書館の基本規程、すなわち親規程も存在
しないのである。そのため、連営そのものも体系的
にならないことがあるのを危'|具する。これらの整備
を図り、利用者に明快に示すことによって、図書館
の体制と図書館の方向、サービスの内容やルールが
系統だてて理解されるにちがいない。上記の収書方
針も、図書館と利用者双方の共通認識となるだろう。
図書館力§組織的に機能し、図書館をとりまく学術
情報の環境変化と利用者の要望に対応していくため
には、第3に、図書館の組織、 というよりは機構上
の問題があるのではないかと思われる。今回は具体
的な点検・評価を保留しておくが、図書館力苛学術情
報の中枢を担い「学術情報のセンター的機能を果た
す」には、①図書館や情報処理センターが｢''心とな
って、学内各機関のデジタル情報化を促進し、それ
を発信する一方、学外からの情報を受信統合し、そ
れを配信できるような、他大学に例をみる「メディ
ア・ネットワーク・センター」ふうの組織機構が必
要であること、②総合情報学部が完成するとともに、
大学院研究科の増設が実現されるので、高槻図書室
と図許節の関係を明らかにする必要があること、の
みを付記しておく。
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(ll)図書館自己点検・評価について
本文中の略語・用語の解説（英字・カタカナ・漢字の順）
UnCover (アンヵバー）CD-ROM検索システム
UnCover社がサービスしているオンライン情報検索シス
テムで、約17000誌の雑誌の目次情報を検索することができ
る。
UNIX(ユニックス）
抄録や論文などのデータベースあるいは辞書・辞典・事典
などを情報を記録したCD-ROMを検索するためのコンピュ
ータ・システム。特に何枚ものCD-ROMをコンピュータ・
システム(CD-ROMサーバ）に搭載し、通儒ネットワークに
接続された複数の利用者用パソコンによる共|両l利用できるシ
ステムを呼ぶ。
DIALOG(ダイアローグ）
コンピュータのオペレーションシステム(OS:オーエス）
の一種で、通信ネットワークシステムに適しているといわれ
ている。同OSを搭載した中規模のコンピュータシステムを
UNIXマシンと11平ぶことが多い。
WWW(ダブリュー・ダブリュー・ダブリューまたはスリーダブリュー）
DIALOG社がサービスしているオンライン情報検索システム。
FirstSearch (ファーストサーチ）
WorldWideWebの略。蜘蛛の巣のように全|世界に張り
巡らされた通信ネットワーク、いわゆるインターネット上の
ホームページによる情報提供システムの総称。Web (ウェ
ブ） と呼ぶこともある。
オンライン情報検索(IR)システム
OCLC社がサービスしているオンライン情報検索サービス。
JoIs(ジョイス）
科学技術振興事業団科学技術情報事業本部がサービスして
いるオンライン情報検索システム。
KUL(カル）
IRはInformation Retrievalの略。 コンピュータに構築さ
れたデータベースを電話回線などの通信ネットワークを利用
して検索できるシステムのこと。
クライアント ・サーバ方式
昭和60年4月に関西大学総合図害館開館時から情報処瑚セ
ンターの大型汎用コンピュータを利用して、連用を開始した
利用者用蔵書検索システムの愛称。その後、改訂を重ねて現
在連用中のシステムは「KULII」 と呼ばれている。
LEXIS・NEXIS(レキシス・ネキシス） 通信ネットワークに接続された複数のコンピュータ間で、
サービスや機能を提供し、 また利用する関係にあるシステム
方式を呼ぶ。 ソフトやデータ、あるいはシステム的な機能を
提供する側のコンピュータをサーバと呼び、利川する側をク
ライアントと呼ぶ。
コンテンツ・サービス
ReedEIsevier社がサービスしているオンライン情報検索
システム。米|玉|その他の法令、判例、新聞記斗f、雑誌記事、
企業情報などを検索することができる。
NACSIS-ILL(ナクシス・アイ・エル・エル）
NACSISはNational Center for Science lnformation
Systemsの略。学術情報センターが提供しているオンライン
システムの一つ。接続している大学図書館の間で図書の貸出
や複写依頼などの相互利用業務を行う際に利用することがで
きる。
NACSIS-IR(ナクシス・アイ・アール）
鎧新刊の逐次刊行物の目次情報を、必要とする利用者に提
供するサービスのこと。
スタンドアローン
コンピュータシステムを利用する場合で、通信ネットワー
クなどに接続しないで単体で利用している状態のこと。
テレコン21学術情報センターが提供しているオンラインシステムの一
つ。 lnlセンターが構築している多くのデータベースを検索す
ることができ、輩録している研究者や図普館が利用できる。
NIFTY-Serve(ニフティーサーブ）
日経テレコンのWWW版システム。
ドキュメント ・デリバリー・サービス
特定分野の敢新の論文などの複写資料等を、必要とする利
用者に提供するサービス。
学内LAN(ガクナイラン）
日本で代表的なパソコン通信システムの一つ。
OCRラベル（オー・シー・アール．ラベル）
LANはLocal AreaNetwOrkの略。大学構内に敷設され
た通信ネットワーク設備のこと。
日経テレコン
OCRはOptical CharacterReaderの略。機械が読みとる
ことのできる字体により図書登録番号などを印刷したラベル
のこと。
OPAC(オパック） 日本経済新llH社がサービスしているオンライン情報検索シ
ステム。新|iiliiU!If、経済統計データなどを検索することがで
きる。
利用者用蔵書検索システム
OnlinePublicAccessCatalogueの略。
SwetsScan (スエッツスキャン）
オランダのSwets社が提供しているシステムで、雑誌論文
の目次情報や論文のデリバリサービスなどのサービスを受け
ることができる。
関西大判XI祥館でOPACを指すときによく使われる造語。
本学図諄蝕|人lでは、現住連用しているオンライン検索システ
ム「KULⅡ」を指す。
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b所属・学年別入館者数（総合図書館）
一一
c 時期別･ jl別・時間帯別総入館者数及びlH平均入館者数（総合図書館）
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1 年 2 年 3 年 4 年 合 計
第
１
部
学
生
法
文
経済
商
社会
総情
工
1部計
30,113
35,192
25,597
32,635
33,001
348
56,119
213,005
37,904
49,253
20,223
22,018
28,484
434
44,866
203,182
30,936
36,863
22,617
25,520
26,769
947
51,339
194,991
39,490
46.793
23,731
23,194
22,168
2,261
42,637
200,274
138,443
168,101
92,168
103,367
110,422
3,990
194,961
811,452
第2部学生 8,579 10,231 15,189 13,206 47,205
計 221,584 213,413 210,180 213,480 858,657
大学院学生 56,227
教 職 貝 12,133
校 友 35,666
そ の 他 22,283
合 計 984,966
月 開館H数 時間帯 9～10 10～1l 1l~ 12～13 13～14 14～15 15～16 16～17 17～18 18～19 19～20 20～21 21～22 合計
4月 24
総入館者
1日平均
4，205
175
9,853
411
8,081
337
12,604
525
12,964
540
14,278
595
8,974
374
8,872
370
6,061
253
4,219
176
2,471
103
909
の 申
38
229
10
93,720
3,905
5月 25
総入館者
1日平均
4,955
198
11，506
460
8,643
346
15,353
614
14,995
600
15,643
● 申 一 一 一 一 一 ＝ ‐
626
8,254
330
10,754
430
7,077
283
5，440
句 ■ ｡ ■ 申 一 口 一 口 ■
218
3,382
135
1,068
43
363
15
107,433
4，297
6H 23
総入館者
D 凸 凸 与 早 口 や 今 一 一 一 一 一
1日平均
4,318
188
10,212
444
7,986
347
13,526
｡ q ●
588
13,605
｡ ● 申 申 申 ｡
592
14,388
－ － － ■ ■ q o c ゆ
626
8,505
B C a ｡ ＝ － ■ ＝ や 一
370
10,657
463
6,965
303
5,376
234
3,044
旬
132
1,131
49
322
14
100,035
4,349
7月 24
総入館者
1日平均
8,251
344
12，494
521
10,436
435
14,641
610
14,512
605
15,923
663
12,733
- 口 一 ・ ■ 旬 ■ ● ●
531
11,531
480
7,710
321
5,710
238
3,831
160
1,312
55
205
9
119,289
4,970
小計 96
総入館者
｡ ■ ｡ ● ■ 今 冬 ｡ 冬 一 ÷ ＝
1日平均
21，729
226
44,065
459
35,146
366
４
↑
５
２
．
８
１
．
５
７
－
６
。
５
。
56,076
584
60,232
●
627
38,466
401
41,814
436
27,813
290
20,745
216
12,728
133
4,420
46
1,119
12
420,477
4,380
8月 13
総入館者
1日平均
－ 1,692
130
1,240
95
1,699
131
2，473
190
2,375
183
2,026
156
1,408
108
648
50
517
申
40
180
14
14,258
1，097
9月 21
入館者
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ● ‐ ● - 曲 ■ ①
1日平均
1,784
85
5,749
274
4,801
229
6,612
315
7,920
中 ●
377
8,451
－ ＝ 今 ● ● 早 ● 早 早
402
6,028
287
5,076
242
3,165
151
2,148
102
1,102
52
368
18
74
竿 寺 ｡
4
53,278
2,537
争
白
■
■
■
■
■
■
■
言
、
、
Ｉ
Ｉ
Ｊ
ノ 34
総入館者
‐ ‐ ‐ ‐ 。 ● ゆ つ ゆ ｡ ｡ ■
1日平均
1,784
52
7，441
219
6,041
178
8,311
F 旬
244
３
》
６
９
↑
０
３
．
３
７
巳
Ⅲ
一
10,826
318
8,054
237
6，484
191
3,813
112
2,665
78
1,282
38
368
ll
74
2
67,536
1,986

(15)図書館自己点検・評価について
d利用者別月次入館者数と平均入館回数（総合|ﾇl書館）
注1
2
学部・大学院の利用対象者は征月水のｲ間を持数を示す。
平均人館III1数とは、入館者数を利III対･象若で割り、四捨而-入して小数第1位まで
求めた数値で、 1人当りの平均入館li'l数である。
49
利用区分 第1部法 第1部文 第1部経 第1部商 第1部社 総情 …［ 第2部 大学院 火学教員 合計
4月
入館者
利用対象者
平均人館回数
14，585
3，314
15,514
3，746
4.4
’
P 4.1
8,()65
3,338
2.4
10,381
3,590
2.9
9,597
3,654
2.6
383
2,373
0.2
18,264
5,514
3.3
4，271
1．898
2.3
6，639
■ ＝ － － 釦 今 由 ｡ の ● 台 。 －
1,031
6.4
2，208
1,575
1．4
89，907
写 心 ■ 申 自 由 ● や ｡ ● 幸 一
30,033
3.0
5月
人 館者
利用対象者
平均入館回数
３
．
３
４
》
１
５
．
３
９
ケ
９
５
℃
３
１
．
h
I
I
17，288
● ｡ ｡ ｡ ● ‐ 一 甲 一 争 一 ● ■
3，735
4.7 4.6
8,703
3,332
2.6
10,715
3,586
3.0
10,297
3,651
2.8
383
2,371
0.2
24,939
5,507
4.5
４
坐
４
３
．
９
３
．
８
ａ
－
Ｌ
2.8
7，249
■ ● 昏 一 ｡ ■ ｡ ＝ － － － － －
1,030
7.0
2,302
1，578
1.5
102,753
29，997
3.4
6月
人 館者
申 申 ① C e
利用対象者
平均入館回数
14，191
3，312
4.3
16,508
3,733
4.4
9,607
3,332
2.9
9,660
3，586
2.7
10,020
3，648
2.7
270
2,371
0.1
24,947
5,507
4.5
4,745
1,892
2.5
6，395
＝ － － － 今 今 ● ｡ ● ■ ヰ ● ●
1,029
6.2
０
．
９
６
７
８
．
５
Ｌ
－
Ｌ
1．2
98,203
● ● ● ■ b b e e ■ ■ ● ●
29，989
3.3
7月
入館者
ら 申 申 ● 毎 口 ｡ 寺 冬 ｡ ● 今 一 一 一 一
利用対象者
平均入館凹数
14,980
3，312
4.5
18，079
3，732
4.8
12,486
3,332
3.7
11,056
3,586
3.1
13,349
3,648
3.7
442
2,367
0.2
35,869
5,507
6.5
4,315
1,892
2.3
5，289
｡ e ● ｡ 古 ● 一 － － － － － －
1,029
5.1
1,598
－ － － － ● ◆ 申 叩 ■ 叩 4 ■
1，578
1.0
117,463
■ ● ■ q ■ ① ● ｡ ｡ ■ ■ ●
29，983
3.9
8月
入館者
中 甲 隼 与 ① 冬 b ■ b ■ ■ ■ ● 今 今 ●
利用対象者
平均入館回数
1，765
3，312
0.5
1,920
3，732
0.5
67(）
3，332
0.2
851
3,586
0.2
917
3,648
0.3
223
2,366
0．1
2,447
5,507
0.4
653
1.892
0.3
1,987
1,029
1.9
３
．
６
５
．
７
７
．
５
》
Ｌ
0.5
12,186
29，980
0.4
9月
入館者
利用対象者
平均入館回数
7,555
3.306
2.3
10，033
3，722
2.7
4，545
3,322
1．4
6,050
3,577
1．7
5,431
3,641
1.5
274
2.372
0.1
7,590
5,488
1．4
3,041
1,872
1．6
4，399
1,020
4.3
１
．
６
６
．
７
３
．
５
Ｌ
－
Ｌ
0.9
50，279
29，896
1．7
10月
人 館者
利用対象者
平均人館IQl数
14,907
3,306
4.5
18,915
3,721
5.1
9,469
3，321
2.9
10,556
3,577
3.0
11,531
3,639
3.2
500
2,371
0.2
20,424
5,484
3.7
5,513
1，872
2.9
6，376
1,018
6.3
2，243
1，596
1.4
100,434
29，905
3.4
11月
入館者
■ の 申 む ら b ■ 巳 ● ● ｡ a 今 ｡ 一 心
利用対象者
平均入館回数
11，831
3,306
3.6
16,001
3，721
4.3
7，506
3，320
2.3
8,505
3,577
2.4
8,580
3,638
2.4
529
2,371
0.2
15,035
5,480
2.7
4,280
1,872
2.3
4，847
■ － － － － e 今 ■ ■ U e o e
1,018
4.8
９
．
５
８
．
９
７
，
５
Ｌ
－
Ｌ
1．1
78,9()3
29，898
2.6
12月
人 館者
利用対象者
平均入館回数
13，547
3,306
4．1
19,060
3，720
5.1
9,782
3，319
2.9
11,331
3,577
3.2
9,948
3,636
2.7
4()9
2,371
0.2
14，360
5，477
2.6
4，681
1,871
2.5
4，633
1,017
4.6
２
．
５
８
、
９
６
ゞ
５
Ｌ
》
Ｌ
1． 1
89，433
29，889
3.0
1 11
人 館者
利用対象者
平均人館回数
26,144
3，302
7.9
23，415
3，713
6.3
20，485
℃ 昔 ■ 旬 ■ ■ ■ ■ 早 ■ ① ■ の
3，312
6.2
23,168
3,576
6.5
19,781
3.634
5.4
466
2,369
0.2
30, 173
5，464
5.5
9,858
1,853
5.3
4，257
■ － 毎 申 与 ■ ● 寺 守 や 守 寺 一
1，012
4.2
戸
、
〉
』
の
／
』
〈
Ⅱ
Ｕ
ゞ
〈
ｕ
Ｊ
４
４
．
Ｆ
０
９
″
今
Ｑ
ｌ
￥
１
0.9
159,153
29，827
5.3
2月
人館者
句 己 ｡ ｡ ｡ ● ● 。 ● F ● ｡ ｡ 己 ● ひ
利用対象者
平均入館'且'数
2,761
3,302
0.8
2,320
3，713
().6
1,003
3,312
0.3
962
3,576
0.3
1，160
3.634
0.3
427
2,369
0.2
1,821
5,462
0.3
459
1,853
0.2
2,016
1,012
2.0
553
1，592
0.3
13,482
29，825
0.5
3月
人 館者
利用対象者
平均人館回数
5,002
2，447
2.0
3,083
2,881
1．1
2,163
2,555
0.8
2，339
2,777
0.8
2,130
2,837
0.8
633
1,835
0.3
2,028
4，272
0.5
943
e － e ● － － － － － ｡ 冬 申
1，464
0.6
2,140
■ ■ ■ ■ 句 一 一 一 一 一 一 一 e
600
3.6
734
1．592
0.5
21,195
■ C ■ U ■ U ■ ■ ■ ■ b ①
23,260
0.9
合計
人 館者
利用対象荷
平均人館回数
142,811
● q ● ● 包 む c c ① 心 土 －
36，595
3.9
162,136
41,228
3.9
94,484
36，785
2.6
105,574
39,625
2.7
102,741
40,307
2.5
4.939
26,224
0.2
197,897
6(),753
3.3
48，093
20,783
2.3
56,227
11,295
5.0
９
５
８
“
６
４
．
５
＆
一
孔
１
１
1． 1
933,391
331，160
2.8

図書館自己点検・評価について (17)
b 月別入庫検索荷数
注l 入庫検索とは、図書館利用規程第13条による利用をいう。
2 「その他」 とは、特別の事由により入庫を許可された研究員等を示す。
c グループ。閲覧室利用状況 d 文献複写サービス
注総合図耆館における利附状況である。
注総合図書館の月別電子式複写枚数には、 カラー複写を含む。
「カラー複写」は、内数としての合計枚数である。
51
4月 5 )1 6月 7H 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3月
《
■
■
勺
日
日
■
Ｕ
二
・
、
ム
ロ
公
心
《
Ⅷ
口
へ
口
図
書
禽
艮
＃
人
庫
検
索
学部学生
大学院学生
教職
【 】
世1
その他
計
622
1,926
899
12
3,459
1,4()7
2,383
890
26
4,706
1,212
2,276
778
37
4,303
1,070
2,26(）
702
37
4,069
466
853
425
16
1,760
1，112
1,693
609
48
3,462
2,296
2,459
880
46
5,681
2.057
1,871
734
26
4,688
3,018
1，902
757
25
5,702
1,561
1,809
632
73
4,075
225
775
373
58
1,431
213
906
508
40
1，667
15,259
21，113
8,187
444
45,003
利用件数 利用者数
4 195 3,234
5 321 5,600
6 242 4，446
7 211 3,847
8 52 942
9 103 1,854
10 238 4,110
11 162 2,758
12 177 3,206
1 60 1,050
2 74 1，296
3 55 966
へ 計口 1,890 33,309
H平均 7.4 130
商槻図書室
枚 数
2,044
3,411
2,550
4,704
27(）
1,395
3.257
3,309
3,825
6,661
676
638
32,740
130
種別． H別
総合｜ﾇ｜評@
〃IP
E
枚 数
芯
子
式
複
4りら
4月
5月
6Ⅱ
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3)j
へ計に］
カラー複写
u平均
126,799
144，333
154,998
228,493
61,772
128,998
218,721
2()6,267
258,724
314,093
130,836
72,749
2,046,783
3,669
7,156
マ
イ
ク
ロ
複
写
Ｏ
フ
Ⅱ
ノ
ン
ー
ト
学
内
者
学
外
者
件数
コマ
件数
コーマ
’
29,907
3,636

(l9)図書館自己点検・評価について
(3) 督促関連の統計
a 年間資格別督促件数 b督促作業実施状況
１
２
注 返却期限内に返却されなかった図霄（延滞|ﾇ|雷:）の督促。
呼任教員以外とは、学部学生、人学院学'|ﾐ、非常勤講師、校友、
務職輿、優待、四大学教員、四大学院生、留学唯、委嘱研究員、
科目等1種修flﾐ、聴講生、研究生、専任事務職興、定時事
その他特別許可者などである。
c f約延滞図壽の督促
注延滞|叉l害の'l!で、特に他の利用名･から希望があった図書の緊急の督促。
53
実施日 対 象 者 '好促件数
1997． 5． 9 専任教員以外 655
7．10 専任教員及び名誉教授 139
10..6 専任教員以外 535
11． 8 専任教員及び名誉教授 207
12． 5 専任教員以外 798
1998． 1．17 学部学生、大学院学/|そ 852
2．14 卒業・修了見込特 1，091
3.13 卒業・修了兇込-渦． 756
合計 5,033
資 格 督促件数
一
立
口Ij
学
部
生
法
文
経済
商
△
垂
総情
.1：
512
470
494
373
501
317
885
一
●
今ｉ
ｆ
ア
、
Ｊ１
立
脚
か
今
ｖ
Ｐ
８
Ｊ
、
左
一
７
ｈ
Ｊ－
土
Ⅱ
一
一 327
大学院学生 572
専任教員 346
非常勤講師 106
関内{几I大学 2
その他 128
／槌 計1 1 5,033
4月 5月 6月 711 8)1 9月 10月 11)l 12)1 1月 2月 311 合計
数 26 32 35 47 1 31 57 67 80 192 4 3 575
冊数 32 39 42 1 38 69 81 96 231 5 3 694

Ⅸ|書館自己点検・評価について (21)
(5) その他関連統計等
a 過去5年間の月別開館日数
b 図書館職員数（平成9年4月lu現在）
（ ）内は、女了-で内数
c 詳誌データ遡及入力作業状況（平成5年度～平成9年度累計）
注 1 H本十進分類法(NDC)による分類
2 「その他｣とは､貴重・準貴重書､大型本､個人文庫等をいう
55
年 度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 lOH 11月 12月 1月 2月 3月 合計
総合図書館
平成5年度
平成6年度
平成7年度
平成8年度
平成9年度
25
28
27
28
28
22
27
27
27
29
23
28
28
28
28
24
26
26
26
26
14
16
17
15
13
20
21
22
21
23
24
29
29
29
29
22
26
27
26
25
22
24
24
24
24
19
21
22
23
23
15
17
16
15
16
25
24
23
23
22
255
287
288
285
286
高槻|ﾇ|害室
平成8年度
平成9年度
24
24
24
26
23
22
24
24
12
11
19
18
25
25
23
21
19
20
20
20
22
17
23
23
258
251
専任職員 定時職員 小 計
図 書 館 1 1
図書情報管理課 12（4） 9（8） 21(12)
閲覧サービス課 15(8) 25(13) 40(21)
ﾚﾌｧﾚﾝｽサービス課 14（9） 5（3） 19(12)
学術資料課 15（7） 14(11) 29(18）
必、 計『1 57(28） 53(35） 110(63）
和 書
遡及対象件数 湖及済件数 未作成件数
洋 書
遡及対象件数 遡及済件数 未作成件数
0 類 43,232 23,203 20,029 8，238 7,215 1,023
1 類 26,465 20，180 6,285 19,210 17,884 1，326
2 類 45,355 43,493 1,862 12,877 9,522 3,355
3 類 72,907 69,311 3,596 79,412 59,388 20,024
4 類 13,110 11，665 1,445 13,662 12,607 1,055
5 類 15,369 14,898 471 20,122 14,052 6,070
6 類 10,938 10,843 95 6,583 5,965 618
7 類 13,469 11．253 2，216 3.637 2,805 832
8 類 6,496 5,407 1.089 6,206 5，221 985
9 類 58,689 54,975 3,714 30,688 28,128 2,560
参考Ⅸl言 30,109 11,788 18,321 29.582 10,649 18,933
その他 45,478 9,189 36,289 13，244 3.972 9，272
’
三
↓
い
く
口 381,617 286,205 95,412 243,461 177,408 66，053

図書館自己点検・評価について 例
e 資料の出陳
57
平成9年度 依頼機関
〔出品〕
枚方市教育委員会
〔出品〕
(財）柿衛文庫
〔出品〕
芦屋市立美術博物館
〔出品〕
三重県立美術館
〔出品〕
池田市教育委員会
〔出品〕
真イエス教会
大阪教会
〔出品〕
勤労協・戦前の出版
物を保存する会
〔出品〕
岐阜県美術館
目的・展示会等の名称
枚方市制施行50周年記念事業．
企画展『浪華の粋～近代大|坂の日
本画名品展 』
柿衛文庫秋季展『俳画のながれIⅡ
一一茶の時代 』
『 |坂神間モタ､ニズム展一健康地の
ライフスタイル 』
『柳宗悦展』
特別展『行基菩薩と北摂 」
(池1日市立歴史民俗資料館）
献堂一周年記念事業
『枇界の書物聖書展 』
第91nl『戦前の出版物展』
『近代のやまと絵一古典美の再発
兇一 』
会期(借用依頼機関）
H、9．11．9～24
(H.9．11．1～29)
H､9．8．30～10．5
(H.9．8.20～10.11)
H、9．10．18～12.7
(H.9.10.10～12.13)
H、9．9．6～10.12
(H､9．8．22～10.28)
H、9.10．18～12.7
(H.9.10．3～12.14)
H、9．9．21
(H､9.9.17～9.24)
H9．11.22～23
(H､9.11.22～24)
H・’0.3.3～29
(H.10.2.17～4.11)
掲載・借用依頼資料
田能村血入筆『渓山深遠圖』
C2/721.7/T3/1
大江丸筆『玩具図』 C2/721.7/05/1
中村芳'l'『門松』『万歳 』
C2/721.5/Nl/1/2
松坂青渓
『池田雑記
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
』 LO2/M7/12
栂尾摘翠』 LO2/M7/17
上方趣味 」
２
４
２
２
３
３
９
９
１
１
／
／
９
９
９
９
Ｋ
Ｋ
／
／
１
１
５
５
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
／
／
２
２
０
０
Ｌ
Ｌ
瞳
（
呈
皐
風
情
茶
居
酒
芝
感興之記 』 LO2/M7/9
病間随想』 LO2/M7/8
上方趣味西国旅硯 』 LO2/M7/15
『武蔵展前後』 LO2/M7/11
『青い苔』 LO2/M7/4
『京洛林泉古寂 』 LO2/M7/3
『嵐のあとさき』 LO2/M7/10
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
冨tに送られて』 LO2/M7/7
慈雲尊者』 LO2/M7/2
木村静幽伝』 LO2/M7/14
霊山高野
『斑鳩詩情
高安月郊
『高安乃里
山内金三郎
ｒ
ｒ
ｒ
『
『
寿寿
寿寿
芦葉
女性
Ｊ
Ｊ
』
』
ｊ
Ｊ
』
声
へ
Ｊ
戸
、
〉
／
／
７
７
Ｍ
Ｍ
／
／
２
２
０
０
Ｌ
Ｌ
LO2/T1/3
ワ
〕
ハ
ｄ
ｌ
１
／
／
／
４
４
４
Ｙ
Ｙ
Ｙ
／
／
／
２
２
２
０
０
０
Ｌ
Ｌ
Ｌ
第1巻2号一第6巻2号
22冊
LO2/051/J11/1-2/6-2
阪神間名勝史」 LO2/F33/1
『阪神営業別電話名簿
ｒ
ｒ
』 LO2/S71/1
３
４
／
／
１
４
５
８
Ｋ
Ｋ
／
／
２
２
Ｏ
０
Ｌ
Ｌ
Ｊ
五
，
三
一
、
凧
Ｊ
物
脚
野
行
庫
内
武
畿
『京|仮百話』 LO2/T15/7
『パインクレスト』 32号－51号
『
(33,43,47欠号）
LO2/051/P1/32/51
阪神電気鉄道沿線名所案内 』
LO2/N60/1
『TheYellowbook』V o1． 1－2
2冊 M/930.53/1/2
『和泉名所IXI絵』 291.63/Al/1-1/4
『約翰福音之傳』他
71点 193.65/G(3)-1/3
『
DasKapital｣ErsterBd.
C/331.3418//1-1
『猩々』土佐光文筆 C2/721.2/T1/1

図書館自己点検・評価について (25）
4 自己点検・評価委員会名簿
･作業部会委員を示す。
事務局
平成8年度
平成9年度
図書情報管理課課長補佐栗林弘
図書情報管理課課長補佐辻川輝男
59
、己己
出〕琴 氏 名 任期（平成） 備 考
規程第1号の委員
浦西和彦
山野博史
8． 4． 1～9． 9．30
9．10． 1～10. 3．31
委員長､図書館長
委員長､図書館長
規程第2号の委員
永橋充昭
船越 一英
8． 4． 1～9． 3．31
9． 4． 1～10． 3．31
図書館次長
図耆館次長
規程第3号の委員
大和正史
千藤洋三
田中俊也
上井久義
樫原正澄
小池 i妙
小澤 守
8． 4． 1～8． 9．30
8．10． 1～10． 3．31
8． 4． 1～9． 3．31
9． 4． 1～10． 3．31
8． 4． 1～9． 3．31
9． 4． 1～10． 3．31
8． 4． 1～10． 3．31
法学部教授
法学部教授
文学部教授
文学部教授
経済部教授
経済部教授
工学部教授
規程第4号の委員
船越 一英
市川 明
池澤弘子
山下正修
柴田 貞一少、
･古川富美子
8． 4． 1～9． 3．31
9． 4． 1～10． 3．31
8． 4． 1～10． 3．31
8． 4． 1～10． 3．31
8． 4． 1～9． 3．31
9． 4． 1～10． 3．31
|刻書情報管理課長
図書情報管理課長
閲覧サービス課課長補佐
レファレンスサービス課主任
学術資料課課長補佐
学術資料課副主査
